
建築空間における熱・空気・湿気・汚染質移動とそのシミュレーション技術

竣工直後の基礎コンクリートは含水率が高く，床下の高湿化と真菌増殖の
原因となりうる。部材含水率と真菌増殖の関係を明らかにし，また，床下
空気がどの程度室内空間に流入しうるのかを実験的に検討した。内外温
度差の大きくなる冬期に室内流入量が増えること，従って，好乾性カビが
室内で増加傾向になることなどを明らかにした。

基礎断熱した床下の微生物汚染が室内空気環
境に及ぼす影響に関する実験
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Aspergillus and Penicillium have 

continued to be the most common in 

the crawl space. Cladosporium was 

observed only during the summer.  

The characteristic was the eventual 

decrease in number of molds. As 

time passes after construction and 

moisture generation from the 

concrete subsides, the quantity of 

airborne fungi decreases. The 

moisture management is most 

important in the early stage of 

completion .

04/3

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

1
F

2
F

S
_

C
ra

w
l

N
_

C
ra

w
l

A
tt
ic

O
u

tC
o

n
c
e

n
tr

a
ti
o

n
 o

f 
s
p

o
re

s
 (
C

F
U

/m
3
)

Others

Cladsporium

Aspergillus

Penicillium

2010/09/30

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000
1

F

2
F

S
_

C
ra

w
l

N
_

C
ra

w
l

A
tt
ic

O
u

tC
o

n
c
e

n
tr

a
ti
o

n
 o

f 
s
p

o
re

s
 (
C

F
U

/m
3
)

Others

Cladsporium

Aspergillus

Penicillium

2010/11/04

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

1
F

2
F

S
_

C
ra

w
l

N
_

C
ra

w
l

A
tt
ic

O
u

tC
o

n
c
e

n
tr

a
ti
o

n
 o

f 
s
p

o
re

s
 (
C

F
U

/m
3
)

Others

Cladsporium

Aspergillus

Penicillium

2011/01/04

11/04 01/04

04/30 06/30 09/30

熱・空気・湿気移動解析技術の構築

応急仮設住宅の小屋裏結露防止のためのシミュレーション解析
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小屋裏空間に対する室内空気・外気の流出入換気方法の違いが小屋裏空間の湿度に与える影響(2/7～２/24)

Unit of numbers in figure is kg/h
Crawl Space (CS), Dining Room (DR), Living Room (LR), Bedroom 
(BR), Toilet (WC), Bath (UB), Attic Space (AS)

 

応急仮設住宅では，小屋
裏結露の発生が多く，そ
の対策として排気ファン
を設置することが多いが，
実際にはそれが結露を助
長することをシミュレー
ションより明らかにした。
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Heat and Moisture Balance
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湿度コントロールには，設備制御と成
り行き制御とがある。前者は除湿・加
湿技術に，後者は建築材料等の吸放
湿現象と換気技術が影響する。適切
に制御されないと知らず知らずに室
内空間での微生物増殖が促進され、
日常的な健康被害に繋がることから，
確実なコントロールが必要である。適
切な湿度・空気環境を実現するため
には，事前予測すなわちシミュレー
ションが欠かせない。また，化学物質
等に関しても，物質収支式を連成さ
せれば空間濃度のシミュレーションは
可能で，必要な物性値がそろえば化
学物質の材料への吸脱着現象も扱う
ことができる。

統括研究官 本間義規

室の熱・水分収支式

外皮の熱水分同時移動方程式 多数室空間風量収支

実験棟断面図と想定される空気流れ

実験棟外観

実験棟の1階内部

アスペルギルスとペニシリウムは
依然として床下空間では優勢であ
る。クラドスポリウムは夏期にしか
観測されない。時間経過とともに
浮遊真菌量が減少していくのがわ
かる。竣工初年度はコンクリート含
水率が高く，どんなに乾燥木材を
使っていたとしても木部含水率も
高まり，結果として浮遊真菌量が
増加し，結果として居室空間を汚
染することがわかる。


